














































































































































と し て，CEMS を 中 心 に HEMS，BEMS，FEMS
（factory energy management system），EV，蓄電池








































30 度あるいは 31 度以上の日（天気予報に基づく）の
翌日に統合 BEMS を介してディマンドレスポンスの










ように，インセンティブ価格が 15 円 /kWh と 50 円 /
kWh の場合に最大で 20％以上，平均でも 12％以上の
電力消費（受電電力）が削減されたという結果が得ら
れている４）。
　YSCP では 2012 年度末の時点で約 2500 世帯に
‒ 18 ‒
環境共生研究　第７号　（2014）





















































































































ピーク料金については，kWh 当たり 15 円，50 円，75 円，
100 円，150 円の５段階が用意された。実験の結果，
ピーク料金が 50 円のときに 9.0%，75 円のときに 9.6%，
100円のときに12.6%，150円のときに13.1%というピー
クカット効果が得られた（依田，2013）。また，2012
年 12 月から 2013 年３月には冬季におけるダイナミッ
クプライシングのピークカット効果について検証する


































































































































































































































が明らかにされている（Hausman, 1979; Meier and 



















































































変を経て，2008 年からは CO2 排出削減を目標とする
CERT（Carbon Emissions Reduction Target）と呼

































ルに類似した仕組みである OBF（On Bill Financing）





（Property Assessed Clean Energy）プログラムも実
























































３）2013 年 3 月 22 日付の横浜市記者発表資料（温暖
化対策統括本部プロジェクト推進課）による。
４）2013 年 10 月 24 日付の横浜市記者発表資料（温
暖化対策統括本部プロジェクト推進課）による。





つ い て は，Tietenberg（2009），Gillingham, et 
al.（2009）を参照。
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スマートコミュニティ構築の試みと政策課題
　　Climate change problem and energy security issues are causing concern about how to create smart 
communities. There are a large number of experimental projects aimed at developing technologies and systems 
that are necessary for building smart communities. This paper reviews several projects carried out in Japan in 
order to explore the current state of smart community development. In addition, barriers to the deployment of 
smart communities are examined. The paper also discusses appropriate policy responses to such barriers.
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